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１．研究ユニット概要 

研 究 ユ ニ ッ ト の 名 称 未来世紀都市学研究ユニット 

研究代表者 部局・専攻・氏名 都市安全研究センター 飯塚 敦 

外 部 資 金       

獲 得 実 績       

科学研究費補助金 217,424 千円，受託研究経費 47,318 千円 

奨学寄附金     28,513 千円，共同研究経費 86,184 千円 

その他公的助成等  59,880 千円 

特許出願件数  1 件，   論文発表件数 170 件，   著書数 13 件  

２．構成員とその役割分担 

氏  名 部局・専攻 役  割  分  担 

國部克彦 経営学研究科 復興経営学 

三矢裕 経営学研究科 復興経営学 

濱口伸明 経済経営研究所 空間経済学 

正司健一 経営学研究科(2020.3 定年) 交通・ロジスティクス学 

三古展弘 経営学研究科 交通・ロジスティクス学 

竹林幹雄 海事科学研究科 交通・ロジスティクス学 

奥村弘 人文学研究科 歴史・倫理学・文化遺産 

小代薫 計算社会科学研究センター 歴史・倫理学・文化遺産 

喜多隆 工学研究科 エネルギー・環境学 

和泉比佐子 保健学研究科 健康・医療・保健学 

小寺さやか 保健学研究科 健康・医療・保健学 

太田能 科学技術イノベーション研究科 ICT 都市・情報科学 

田中丸治哉 農学研究科 地域都市連携減災学 

河端俊典 農学研究科 地域都市連携減災学 

吉岡祥一 都市安全研究センター 地震災害アセスメント 

廣瀬仁 都市安全研究センター 地震災害アセスメント 

中山恵介 工学研究科 水災害アセスメント 

内山雄介 工学研究科 水災害アセスメント 

小林健一郎 都市安全研究センター 水災害アセスメント 

市澤哲 人文学研究科 文化遺産災害アセスメント 

吉川圭太 人文学研究科 災害文化継承アセスメント 

飯塚敦 都市安全研究センター 地盤リスクアセスメント 

澁谷啓 工学研究科 地盤リスクアセスメント 
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橘伸也 都市安全研究センター 地盤リスクアセスメント 

長尾毅 都市安全研究センター 社会基盤リスクアセスメント 

鍬田泰子 工学研究科 社会基盤リスクアセスメント 

松岡広路 人間発達環境学研究科 被災地支援ボランティア 

北後明彦 都市安全研究センター 防災計画マネジメント 

藤永隆 都市安全研究センター 防災計画マネジメント 

小谷穣治 附属病院 災害医療マネジメント 

山田勇 附属病院 災害医療マネジメント 

滝口哲也 都市安全研究センター 減災情報マネジメント 

高島遼一 都市安全研究センター 減災情報マネジメント 

岩田健太郎 都市安全研究センター 感染症マネジメント 

大路剛 都市安全研究センター 感染症マネジメント 

萩原泰治 経済学研究科 都市経済ガバナンス 

堀江進也 経済学研究科, 2020.3 転出 都市経済ガバナンス 

金子由芳 都市社会ガバナンス 都市社会ガバナンス 

井料隆雅 工学研究科, 2020.3 転出 物流減災マネジメント 

織田澤利守 工学研究科 物流減災マネジメント 

佐藤睦 JICA／都市安全研究センター レジリエント都市国際展開 

鈴木弘二 ADRC／都市安全研究センター レジリエント都市国際展開 

大石哲 都市安全研究センター 複合系気候科学研究ユニット 

梶川義幸 都市安全研究センター／R-CCS 複合系気候科学研究ユニット 

山浦剛 都市安全研究センター／R-CCS 複合系気候科学研究ユニット 

上東貴志 計算社会科学研究センター 計算社会科学研究ユニット 

楳本大悟 計算社会科学研究センター 計算社会科学研究ユニット 

藤谷秀雄 工学研究科 レジリエンス構造研究ユニット 

向井洋一 工学研究科 レジリエンス構造研究ユニット 

小池淳司 工学研究科 社会経済影響度評価研究ユニット 

金治英貞 都市安全研究センター/阪神高速 阪神高速シミュレーション研究ユニット 

竹山智英 工学研究科 阪神高速シミュレーション研究ユニット 

銭谷誠司 都市安全研究センター 阪神高速シミュレーション研究ユニット 

長沼隆之 神戸新聞社 防災減災施策・アウトリーチ・ユニット 

大村直人 工学研究科 道場「未来社会創造研究会」 

鶴田宏樹 学術創造本部, 2020.4よりV.School 道場「未来社会創造研究会」 

祇園景子 工学研究科，2020.4 より V.School 道場「未来社会創造研究会」 

木戸良明 保健学研究科 アジア健康科学研究ユニット 

安田尚史 保健学研究科 アジア健康科学研究ユニット 

岡田修一 人間発達環境学研究科 社会関係資本研究ユニット 

原田和弘 人間発達環境学研究科 社会関係資本研究ユニット 



３．研究成果の概要等について 

 

■人文社会科学部門  

・地域開発および地方創生に企業はどのように協力するべきかについての研究

を進めた．社員が自らの責任に気づいて自発的に活動を行う「創発型責任経営」

の理論を構築し，「創発型責任経営―あたらしいつながりの経営モデル」として

まとめた．創発型責任経営が地域社会に貢献しているプロセスを明らかにした． 

・国際フェリー・RORO 船輸送の導入の可能性とその導入効果について検討し

た．また，航空貨物輸送に関しては空港間連携による貨物ハブ誘致の可能性を理

論的な考察を行った．   

・歴史文化資料保全およびそのための全国的な相互支援体制の構築等を進めた．

歴史資料ネットワークは，「第 13 回読売あをによし賞」特別賞を受賞した．  

・2019 年台風 19 号では，水損した近代和紙製史料が放置され大量のカビが発生

した．湿潤程度にばらつきのある水損資料を一度に殺菌するためガンマ線照射

による殺菌についての実践的研究をすすめた．  

・明治以降現代までの神戸市における緑地公園整備と観光地化に係るまちづく

りの来歴に注目し，都市形成に関する歴史研究を行った．神戸市中央区布引地区

を選び，まちの個性を発信する観光地の形成を意図したフィールドワークを行

った．並行して同趣旨の NPO 法人を立ち上げた．など．  

■自然科学保健学部門  

・エネルギー・環境学では独自の量子ナノ構造を駆使して，バンド内光学遷移分

極の制御を基盤とした赤外増感型光電変換，中間バンド型高性能太陽電池，水銀

レス紫外光源の開発を行った．また，CCFL ランプ技術を応用し水銀レスの UVC

及び UVB 紫外光源を開発した．企業及び金融系ホールディングスとともに研究

会を立ち上げ，応用実証を積極的に進めている．  

・兵庫県では，総合治水条例の施行に伴い，ため池の事前放流による洪水軽減を

推進している．大きな洪水軽減効果を有し，治水への貢献が期待できるため池を

抽出することを目的として，ため池諸元に基づいて洪水軽減効果の大きさを簡

単に推定する方法を検討した．   

・大口径管のスラスト対策として，砕石基礎の有効性と最適な埋戻し範囲を検

討するために，4 種類の異なる条件で埋戻された管に対して 30G 場での加振実

験を実施した．管路の安定性向上の要件を明らかにした．  

・ネットワーキング・センシングは重要な要素技術に位置づけられる．本年度

は，1) 広域カバーする高信頼双方向通信プロトコル開発ならびにマルチチャネ

ル型メッシュネットワーク設計技術開発，2)エッジコンピューティングのための

情報通信プラットフォーム開発，3)省電力無線タグからの位置推定手法の開発に

取り組んだ．など．  

■都市レジリエンス学「アセスメント部門」  

・都市丸ごとのシミュレーション技術研究組合が，神戸大学に事務局を置き，設

立された．理研 R-CCS，JACIC，JAMSTEC，東京大学 i-con 寄附講座等による支



援・共同・連携によって，広域，高解像，多数シナリオのシミュレーションを可

能とするデータ変換技術の開発と社会実装を開始した．  

・時間依存の 2 次元熱対流海洋プレート沈み込みモデルを用いて，フィリピン

海プレートの沈み込みに伴う温度分布・含水量分布と低周波地震・深部低周波微

動との関連性を調べた．  

・豊後水道スロースリップイベント（SSE），および，それに連動して発生する

と見込まれる隣接領域での SSE などによる地殻変動を捉えるため，周辺地域に

設置した GNSS 観測点での連続観測を継続した．  

・土のう構造体を用いた道路盛土の新たな耐震補強工法の実用化に向けた検証

実験を実施した．  

・放射性廃棄物の地層処分における超長期安定性評価に関する研究および深海

底地盤の力学的安定性評価に関する研究を実施した．   

・深層地盤の影響を考慮した増幅特性評価や，その影響を考慮した設計地震動

の検討と地震動のばらつきの評価を行うとともに，地震動の確率分布をもとに

した構造物の信頼性評価方法を示した．   

・大阪府北部の地震で破損した大口径管路の耐震性に関する研究を実施した．   

・気候変動予測情報を用いて，気候変動の影響を考慮した西アフリカガーナ国

における天候インデックス保険の実現可能性に関わる研究を実施した．など．  

■都市レジリエンス学「マネジメント・ガバナンス部門」  

・感染症におけるリスクコミュニケーションの実践として，日本における牛肉

の生食の腸管出血性大腸菌発症症例に影響するかについて検討した．また，抗菌

薬適正使用プログラムを神戸大学医学部附属病院において実行してきた結果に

より，不適切な使用が減ったことを確認できた．  

・インフラ・ストック効果の計測手法の確立と展開に向け研究を実施した．社会

資本のストック効果の最大化に向けては，マネジメントサイクルの確立が必要

であり，中でも事後評価の充実が重要な課題の 1 つに挙げられる．   

・中低層建物への CFT 構造の拡大を目指して，梁貫通形式 CFT 柱梁接合部実

験，および新しい CFT 柱継手の実験を Auckland 大学との共同研究として行っ

た．など．  

■地域協働型防災・減災連携拠点  

・下水道台帳などの管路網情報が記載された CAD 図面を自動読み取りし，流量

計算を自動で行うシステム開発に着手した．都市下水道の流量計算，ひいては都

市の浸水予測に貢献するものである．  

・西日本に壊滅的な被害をもたらした平成 30 年 7 月豪雨期間中，同程度の積算

総降水量を記録した広島と兵庫において，土砂災害の発生件数や人的被害に大

きな差が生じた要因を明らかにするため，レーダーから算出された降水データ

を解析し，豪雨期間中における 2 つの地域の降水特性の違いを降水システムの

大きさに着目して検証した．  

・都市規模の交通流をシミュレーションすると，通行台数の分布が冪分布に従

う現象において，道路のツリー構造とボトルネック性が鍵となっている可能性



を見出した．阪神高速との共同研究を分担し，３テーマにわたる研究の取りまと

めを行った．  

・東京都の海抜ゼロメートル地帯を対象に広範囲にわたって液状化解析を行い，

液状化リスクの評価を行った．また実データを用いて当該解析手法の検証を行

った．  

・ 高速道路の竣工図面からラベル領域を検出・抽出するプログラムを開発した．

宇宙空間のプラズマ問題を研究するために使われる「プラズマ粒子シミュレー

ション」の根幹部を高精度化する数値解法を開発した．  

・JSPS「国際的な活躍が期待できる研究者の育成事業」と未来世紀都市の共通課

題として，防災科学技術研究所と共同で，巨大地震に対して防災拠点等社会的重

要性の高い建築物のレジリエンス向上のために，E-Defense を用いたセミアクテ

ィブ免震構造の大型振動台実験研究を実施した．これには南カリフォルニア大

学，コネチカット大学，建築研究所が参加した．など．  

■道場「未来社会創造研究会」  

・文部科学省次世代アントレプレナー育成事業の一環で東北大学，宮城大学，北

海道大学，小樽商科大学，京都大学と協働して「レジリエント社会の構築を牽引

する起業家精神育成プログラム」を開発・実施した．また，文理融合の実践者の

育成を行うとともに，書籍を制作中である．  

・国立研究開発法人産業技術総合研究所の福島再生可能エネルギー研究所（F R 

E A）において，防災減災の観点を取り入れた再生可能エネルギー技術が実装さ

れた未来社会像の検討を開始した．  

・災害時において特に生活が困難となる障害者のための音声コミュニケーショ

ン支援（認識・合成）技術の開発を行った．音声認識では，End-to-End モデルな

どの深層学習を用いた最先端の手法を検討した．など．  

■Well-being 研究拠点  

・アジア健康科学フロンティアセンターは，アジア諸国の地域特性を考慮し，感

染症対策から，母子保健，生活習慣病，高齢者対策までを包括し，個人のライフ

ステージに合わせた健康上の問題を解決することに目標をおいている．学内文

理融合のみならず，学外組織や ASEAN 海外大学と，シームレス・ヘルスケア双

方向型コンソーシアムを形成し，日本及びアジア諸国へ還元を行っている．具体

的には，神戸発祥の福祉医療システムを輸出し，アジア諸国のモデル地区におい

て健康寿命延伸を行うものである．  

・社会関係資本研究ユニットにおいては，鶴甲いきいきまちづくりプロジェク

トを中核として研究を行っている．鶴甲いきいきまちづくりプロジェクトでは，

神戸市灘区鶴甲地区を対象地域として，健やかで安心して暮らせるまちの実現

を目指し，住民同士のつながりづくりを支援する取り組みを行っている．このプ

ロジェクトから収集しているデータや，その他我々が収集しているデータを解

析し，社会関係資本と Well-being に関する研究成果を主に国際学術誌上で公表

している．など．  

  



４．論文・著書・特許出願リスト 

 

[論文] 

論文名：Effects of the expansion of bacterial colonies into the intervillous spaces on the 

localization of several lymphocyte lineages in the rat ileum 

著者名：H. Yuaksa, Y. Mantani, M. Nishida, M. Arai, H. Tsuruta, 他 3 名 

掲載誌：he Journal of Veterinary Medical Science, 81 (4), pp 555-566,  2019 

 

論文名：Forecasting rainfed sorghum yield using satellite-derived vegetation indices with limited 

ground-based information in Gadarif region, eastern Sudan 

著者名：Bashir, M.A., Tanakamaru, H., Tada, A., Hassan, A.E., Khalid, A.E. and Sirelkhatim, 

H.A. 

掲載誌：Gezira Journal of Agricultural Science，Vol.17，No.2，PP.211-227，2019 

 

論文名：Analysis of cropping patterns in Sudan's Gash Spate Irrigation System using Landsat 8 

images 

著者名：Fujihara, Y., Tanakamaru, H., Tada, A., Bashir M.A.A. and Khalid A.E.E. 

掲載誌：Journal of Arid Environments，No.173，PP.1-10，2019 

 

論文名：Google Earth Engine によるスーダン・洪水灌漑地区の土地利用解析 

著者名：藤原洋一，田中丸治哉，多田明夫 

掲載誌：水土の知（農業農村工学会誌），88 巻，1 号，PP.7-10，2020 

 

論文名：低平水田地域における内水氾濫解析モデルの検証－白根郷地区への適用結果－ 

著者名：瀧川紀子，田中丸治哉，多田明夫，森田孝治，宮島真理子 

掲載誌：応用水文（論文編），32 号，PP.1-10，2020 

 

論文名：Influence of quality of sleep in the first trimester on blood pressure in the third trimester 

in primipara women  

著者名：Kimie Okada, Izumi Saito, Chihiro Katada, Takeshi Tsujino 

掲載誌：Blood press, 5, 345 - 355, 2019  

 

論文名：Current state of breastfeeding support in mixed wards: a questionnaire survey of nursing 

administrators  

著者名：Eriko Kobayashi, Izumi Saito 

掲載誌：The Journal of Japanese Society for Breastfeeding Research, 13 (2), 127 – 136, 2019 
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掲載誌： Proceedings of the 16th Asia Regional Conference on Soil Mechanics and Geotechnical 

Engineering, SF01-02-003, Taipei, Taiwan, 2019 

 

論文名：ジオシンセティッククレイライナーを用いて改修されたため池堤体の現地水位

計測 

著者名：澤田豊, 眞木陸, 神信浩一, 谷本幹夫, 中澤博志, 河端俊典 

掲載誌：農業農村工学会論文集，No.309，I_357-363，2019 

 

論文名：Full scale investigation of GCL damage mechanisms in small earth dam retrofit 

applications under earthquake loading 

著者名：Sawada, Y., Nakazawa, H., Take, W.A., Kawabat, T. 

掲載誌：Geotextiles and Geomembranes，Vol.47, No.4, 502-513，2019 

 

論文名：開水路継ぎ目部近傍の土砂吸い出し過程に関する実験的検討 

著者名：竹川尚希，澤田豊，河端俊典 

掲載誌：土木学会論文集 B1（水工学），Vol.74，No.4，I.703-708，2019 

 

論文名：Convergence of convective updraft ensembles with respect to the grid spacing of 



atmospheric models. 

著者名：Sueki. K., T. Yamaura, H. Yashiro, S. Nishizawa, R. Yoshida, Y. Kajikawa and H. Tomita 

掲載誌：Geophys. Res. Lett., 46, 2019 

 

論文名：Different Precipitation Systems between Hiroshima and Keihanshin during Extreme 

Rainfall Event in Western Japan in July 2018. 

著者名：Sueki. K. and Y. Kajikawa 

掲載誌：J. Meteor. Soc. Japan, 97, 1221-1232, 2019 

 

論文名：ビデオゾンデを用いた鉛直風速プロファイルの算出と雲物理的解析. 

著者名：大石哲, 林直希, 小川まり子, 梶川義幸, 中北英一 

掲載誌：水工学論文集 第 64 巻（土木学会論文集 B1(水工学) 75, 2, 1177-1182, 2019 

 

論文名：Multiple Boris integrators for particle-in-cell simulation 

著者名：S. Zenitani and T. N. Kato 

掲載誌：Computer Physics Communications, 247, 106954, 2020 

 

論文名：Magnetohydrodynamic Simulation Code CANS+: Assessments and Applications 

著者名：Y. Matsumoto, Y. Asahina, Y. Kudoh, T. Kawashima, J. Matsumoto, H. R. Takahashi, T. 

Minoshima, S. Zenitani, T. Miyoshi, and R. Matsumoto 

掲載誌：Publications of the Astronomical Society of Japan, 71, 83, 2019 

 

論 文 名 ： Thermodynamic Properties of Mirror Structures in the Magnetosheath: MMS 

Observations and Double-Polytropic MHD Simulations 

著者名：W.-L. Teh and S. Zenitani 

掲載誌：Astrophysical Journal, 885, 22, 2019 

 

論文名：Thermodynamics of Dipolarization Fronts of Magnetic Reconnection in Anisotropic 

Plasma: MMS Observations and Resistive Double-polytropic MHD Simulations 

著者名：W.-L. Teh and S. Zenitani 

掲載誌：Astrophysical Journal, 890, 114, 2020 

 

論文名：INVESTIGATION OF MULTIPARAMETER RADAR ERROR STRUCTURE FOR 

QPE BASED ON GPM DUAL-FREQUENCY PRECIPITATION RADAR 

著者名：Hanggar G. MAWANDHA and Satoru OISHI 

掲載誌：Journal of Japan Society of Civil Engineers, Ser. B1(Hydraulic Engineering),  Vol.75, 

No.2, I_1165-I_1170, 2019 

 

論文名：大石哲・林直希・小川まり子・梶川義幸・中北英一 

著者名：ビデオゾンデを用いた鉛直風速プロファイルの算出と雲物理的解析 



掲載誌：土木学会論文集, Ser. B1(水工学), Vol.75, No.2, I_1177-I_1182, 2019. 

 

論文名：2014 年 2 月 14-15 に南岸低気圧によりもたらされた南岸低気圧にともなう大雪

の特徴 

著者名：佐野哲也・大石哲 

掲載誌：気象研究ノート，第 241 号「南岸低気圧にともなう大雪 III:雪氷災害と予測可

能性」，5.2 章 pp339-353, 2019. 

 

 [著書] 

著 書：歴史学研究会編『歴史を未来につなぐ  「3・11 からの歴史学」の射程』（共著） 

著者名：奥村弘 

巻，ページ：1 巻, 70-87 

発行所，発行年：東京大学出版会，2019 

 

著 書：新修神戸市史生活文化編（監修，共著） 

著者名：奥村弘 

巻，ページ：１巻，2-31(執筆部分) 

発行所，発行年：東京大学出版会，2020 

 

著 書：新修神戸市史「生活文化編」（執筆分担） 

著者名：（編集）新修神戸市史編集委員会 

巻，ページ：186-223 

発行所，発行年：神戸市，2020 

 

著 書：内部障害作業療法学呼吸･循環･代謝（共著） 

著者名：野田 和惠 

巻，ページ：191 総ページ 

発行所，発行年：中山書店，2019 年 

 

著 書：看護師のメンタルヘルスを支えるためのメンタリングの活用, 

 メンタリングを活用した人材育成, 看護管理, 第 29 巻，第 4 号（共著） 

著者名：上杉 裕子 

巻，ページ：29 巻 

発行所，発行年：医学書院，2019 

 

著 書：母性看護学-母性看護学-の概要と最新の動向をわかりやすく解説（単著） 

著者名：齋藤 いずみ 

巻，ページ：第 15 章，第 12 章，第 3 章 

発行所，発行年：放送大学教育振興会，2019-2020 

 



著 書：母性看護学概論/ウィメンズヘルスと看護（共著） 

著者名：齋藤 いずみ 

巻，ページ：12-21 

発行所，発行年：メヂカルフレンド社，2019 

 

著 書：2020 年版 保健師国家試験問題（共著） 

著者名：和泉 比佐子 

発行所，発行年：医学書院，2019 

 

著 書：創発型責任経営―新しいつながりの経営モデル 

著者名：國部克彦，西谷公孝，北田皓嗣，安藤光展 

発行所，日本経済新聞出版社，2019 

 

著 書：高齢者のための高血圧診療 2020/03/23（共著） 

著者名：名郷 直樹 , 岩田 健太郎 

発行所，発行年：丸善出版，2020 

 

著 書：新・養生訓 健康本のテイスティング （共著） 

著者名： 岩田 健太郎巻，岩永 直子 

巻，ページ：314 ページ 

発行所，発行年：丸善出版，2019 

 

著 書：Dr.イワケンのねころんで読める研修医指導:  

すべての指導者のためのイワケン流医学教育入門書  

著者名： 岩田 健太郎巻  

巻，ページ：168 ページ 

発行所，発行年：メディカ出版，2019 

 

著 書：Energy Conversion Efficiency of Solar Cells（共著） 

著者名：Takashi Kita, Yukihiro Harada, and Shigeo Asahi 

巻，ページ：1-202 

発行所，発行年：Springer, Singapore 出版，2019 

 

[特許] 

発明等の名称：ケーソン，ニューマチックケーソン工法及び構造物 

出願者：国立大学法人神戸大学，オリエンタル白石株式会社 

発明者：長尾毅，小宅知行，大石雅彦 

出願日：2019 年 6 月 28 日 

出願番号：特願 2019-121870 

 



その他 

[受賞] 

・2019 年度材料学会論文賞受賞 

田原和彦，網木英俊，森岡哲隆，松岡英毅，甘中将人，喜多隆 

加速度計により振動の影響を低減したサブナノメートル精度ウエハフラットネス計測シ

ステム，材料 別冊，68 巻，No. 10, PP. 767-771，2019.10 

・電子情報通信学会「通信ソサイエティ モバイルネットワークとアプリケーション研究

専門委員会」2018 年度若手研究奨励賞，2019 年 7 月受賞， 

高橋智輝，前野誉，高木由美，鎌田十三郎，太田能，田村直之,  

“インフラストラクチャモードで動作するマルチ Wi-Fi インタフェースメッシュネットワ

ークの最適設定法,” 電子情報通信学会技術研究報告，モバイルネットワークとアプリケー

ション研究会, vol.118, no.467, 183-187, 2019 年 3 月. 

・The 6th International Workshop on Smart Wireless Communications (SmartCom2019) Best Paper 

Award, 2019 年 11 月受賞 

Tomoki Takahashi, Tomio Kamada, Chikara Ohta, Naoyuki Tamura, and Taka Maeno,  

“Joint Channel and AP/STA Assignment for Infrastructure-Mode IEEE 802.11 Multi-Interface 

Wireless Mesh Networks,” Proc. the 6th International Workshop on Smart Wireless 

Communications, pp.12-17, November 2019. 

・電気学会 電子・情報・システム部門 研究会 優秀論文発表賞 

楳本大悟 

「都市交通のシミュレーションで生じたべき分布」 2019 年 9 月 

 

[イベント他] 

・現代の兵庫県における高速道路計画に関するシンポジウム「ひょうご基幹道路ネットワ

ークシンポジウム」基調講演，小代薫 

・「アフリカ乾燥地域における洪水灌漑の評価と改善に関するセミナー，2019 年 12 月 27

日（金），石川県立大学生物資源環境学部」を開催，田中丸治哉 

・アジア健康科学フロンティアセンター ワークショップ「Advances in infectious diseases 

countermeasures - 感染症対策の進歩」を開催． 

日時：2019 年 9 月 12 日(木)13：10～16：20 

場所：保健学研究科 B202 教室 

・シンポジウム「Well-being と未来世紀都市学－レジリエント社会をめざしたヒューマン・

ネットワークの構築－」を開催． 

日時：2020 年 2 月 6 日(木)14：00～16：30 

場所：神戸大学瀧川記念学術交流会館 

・神戸大学経済経営研究所創設 100 周年記念事業，神戸大学社会システムイノ ベーショ

ンセンター，法政大学イノベーション・マネジメントセンター共催シン ポジウム「創発型

責任経営」（2019 年 7 月 26 日，法政大学市ケ谷キャンパス ボアソナード・タワー, 参加

者約 200 名），國部克彦 

・神戸大学経済経営研究所創設 100 周年記念事業，神戸大学社会システムイノ ベーショ



ンセンター，法政大学イノベーション・マネジメントセンター共催シン ポジウム「創発型

責任経営」（2019 年 8 月 2 日，神戸大学梅田インテリジェントラボラトリ梅田ゲートタワ

ー, 参加者約 80 名），國部克彦 

・創発型責任経営研究会主催, 創発型責任経営研究会第 1 回「創発型責任経営の デザイン

とプロセス」(2019 年 10 月 5 日 法政大学市ケ谷キャンパス ボアソナード・タワー, 参加

者約 40 名），國部克彦 

・創発型責任経営研究会主催, 創発型責任経営研究会第 1 回「創発型責任経営の デザイン

とプロセス」(2019 年 11 月 1 日 神戸大学梅田インテリジェントラボラトリ梅田ゲートタ

ワー, 参加者約 40 名），國部克彦 

・創発型責任経営研究会主催, 創発型責任経営研究会第 2 回「創発型責任経営で SDGs に

挑戦する」(2019 年 12 月 6 日 法政大学市ケ谷キャンパス ボアソナード・タワー, 参加者

約 40 名），國部克彦 

・創発型責任経営研究会主催, 創発型責任経営研究会第 2 回「創発型責任経営で SDGs に

挑戦する」(2020 年 1 月 17 日 神戸大学梅田インテリジェントラボラトリ梅田ゲートタワ

ー, 参加者約 40 名），國部克彦 

・2019 年 11 月に，カリフォルニア大学サンディエゴ校（UCSD）で，神戸大学と同大学と

の大学間 MOU に基づく，シンポジウムを開催，藤谷秀雄 

- 国際共同研究の開始（国立研究開発法人理化学研究所, 国立大学法人神戸大学, 国際太

平洋研究センター(ハワイ大学内), 水惑星実験を基軸にした熱帯大気と対流活動の包括的

な研究 (Comprehensive study on tropical convection based on Aqua Planet Experiments.)）, 2017

年 11 月 1 日-2020 年 3 月 31 日. 

・宇治リコネクションワークショップ 2019，熊本大学，熊本，2019/10/22，銭谷誠司 

・DPP と IES を利用するためのデータ変換に関する実践的講習会，理化学研究所，神戸，

2019/11/26-27 (LOC)開催 

※年次報告書の内容は，原則ホームページに公表します．  

不都合な点がある場合は，別途ホームページ用を作成し，提出して下さい．  
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